
    

 

 平成 22 年 12 月 16 日（木）に江戸川小学校において『第５回津久戸小学校・江戸川小学校統

合等検討協議会』が開催されました。〔出席委員：13 名／欠席委員：なし、傍聴者：27 名〕 

協議会では、（１）適正配置の現状と課題について・学校選択制の現状と課題について（２）次

回以降の議題及び委員以外の方の出席について、協議が行われました。また、議題（１）の中で、

ゲストスピーカーの山本氏、菅野氏よりそれぞれお話しがありました。 

協議の内容等については、下記のとおりです。 

◆◇適正配置の現状と課題について・学校選択制の現状と課題について◇◆ 

■下記のお二人のゲストスピーカーよりお話しがありました。（以下は、概要です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【主な意見】 

・少人数がいけないとは思っていないが、勉強だけでなくそれ以外の活動を含めて考えると、人

間形成をするうえで、ある程度の人数の中でぶつかり合いながら、育まれたほうが良いと思う。 

・地域として、学区域の学校以外に行った子どもとも関わりを持つようにすることが大切だと思

う。地域の支援により、いまの学区域の児童と地域とのコミュニケーションがとれていない状

況については、クリアできることもあると思う。 

・人数が少ない学校では、ＰＴＡ役員を、順番ということで引き受けざるをえない状況になって

しまう人もいるため、それは親としても辛いと思う。 

・児童数が 90 人以下になってしまうと、学年の人数が１桁、男女の数が 2～3 人ずつになるなど、

集団活動を学ぶ場である学校で、集団にならなくなってしまうことを心配に思う。 

・不登校の原因は学校だけではなく、家庭にもあるのではないかと思う。 

■「適正配置の現状と課題について・学校選択制の現状と課題について」の議論に移りました。 

【主な意見】 

・地域の学校を特色のある、魅力のある学校にするために何ができるのか、学校だけではなく地
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 23 区では、新宿区など学校選択制や学校統

廃合が実施された自治体における不登校数

が増加している。 

 新宿区は長い歴史の中で学校と地域の緊密

な関係ができており、高い価値がある。 

 新宿区で実施している学校選択制の検証の

結果をこの協議会の検討事項にしてほしい。

 35 人学級の動向を見ながら、教室数の試算

を正確に行うことが必要である。 

 未就学児数の推移も配慮をする必要がある。

 小規模校は教育的効果が低いということは

なく、90～150 人が適正規模だと考える。 

 山本 由美 氏          
（和光大学現代人間学部心理教育学科教授） 

                      

 

 学校適正配置よりも、学校間の児童数格差や

学区域の見直しについて検討するべき。 

 統合の問題は、該当校や地域ブロックだけで

はなく、新宿区全体の視点で検討するべき。

 学校選択制において、子どもにあった学校を

選択理由にしていないケースが実際にある。

 学校選択制があることで、学区域の児童と地

域とのコミュニケーションがとれていない。

 低学年の少人数学級は実現してほしい。 

 この協議会によって、行政と地域が密にな

り、実のあるものになるよう願っている。 

 

 菅野 真也 氏 
（前 新宿区立小学校ＰＴＡ連合会会長、現 同顧問） 



域やＰＴＡも一緒にこの協議会の場で考えたい。 

・地域コミュニティの核である江戸川小がなくなることに危機感を持っている方もいる。江戸川

小の子どもを増やすための努力を、津久戸小も一緒になって考えたい。 

・学区域の学校に行くことで、子どもも私も地域に顔の繋がりができた。学区域は大切であると

いうことを、これからの新入生の保護者に考えてもらえるような方法を考えてほしい。 

・江戸川小の入学者数がどんどん減っており、危機感を感じている。丁寧に議論したいが、切迫

している状況を考えると、統合するかしないかの方向性は早く出したい。また、江戸川小の入

学者数を増やすための対応を協議会で考えていきたい。 

・江戸川小の児童数が減少する一方であることが一番の懸念である。再来年の新 1 年生を増やす

ためには、来年の 4～5 月には、ある程度の結論や方向性を発信しなければいけないと思う。 

・この協議会が現在の両校の魅力を伝えるための場となれば良いと思う。 

 

◆◇次回以降の議題について・委員以外の方の出席について◇◆ 

■次回は、統合した場合と統合しなかった場合の課題等を整理した「項目別 課題等想定シート」

を基に、ＰＴＡと地域の考え方の共通する内容等について協議します。 

今回、ＰＴＡと地域・事務局がそれぞれ作成した、統合した場合と統合しなかった場合の課題

等を整理した「項目別 課題等想定シート」が資料配付されました。次回は、事務局においてＰ

ＴＡと地域の考え方の共通する内容を抽出した資料を作成し、それに基づいて協議を進めること

になりました。また、その中で江戸川小の児童数に関する議論を深めていくことになりました。 

 

 

✿ 第６回統合等検討協議会のお知らせ  

    ✐ 日 時  平成 23 年１月 20 日（木） 午後 6 時 30 分～8 時 30 分 

✐ 会 場  江戸川小学校 ３階 ランチルーム 

※変更が生じる場合があります。下記ホームページもご確認ください。 

※傍聴を希望する方は直接会場においでください。 

 

 

 

 

【事務局】    新宿区教育委員会事務局 教育施設課 学校適正配置担当 

         〒164-8484 新宿区歌舞伎町 1-4-1 TEL:03-5273-3107 FAX:03-5273-3510 

【ホームページ】 http://www.city.shinjuku.lg.jp/kodomo/index04_0406_03u.html  

★牛込地区学校適正配置に関するお知らせ等を掲載しています★ 


